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ホクレア号がハワイからやってきた！
～ホクレア号が結ぶ周防大島とハワイ移民の絆～



2広報すおう大島 平成 19 年 ( 2007 年 )6 月号

科　　　　　目 予算額 収支済額 予算対比

歳　
　
　

入

町 税 1,393,954 1,384,582 99.3
地 方 譲 与 税 ・ 交 付 金 590,706 582,797 98.7
地 方 交 付 税 8,107,759 8,116,392 100.1
分 担 金・ 負 担 金・ 使 用 料・ 手 数 料 375,088 348,345 92.9
国 庫 支 出 金 1,170,712 567,495 48.5
県 支 出 金 1,375,438 398,771 29.0
繰 入 金 348,523 0 0.0
繰 越 金 347,484 347,484 100.0 
町 債 2,366,900 70,900 3.0
そ の他（財産収入・寄付金・諸収入） 334,566 299,969 89.7
一 般 会 計 歳 入 合 計 16,411,130 12,116,735 73.8

科　　　　　目 予算額 支出済額 予算対比

歳　
　
　

出

議 会 費 144,295 143,127 99.2
総 務 費 2,300,786 1,728,226 75.1
民 生 費 1,687,527 1,611,480 95.5
衛 生 費 2,282,692 1,543,540 67.6
農 林 水 産 業 費 1,426,642 779,245 54.6
商 工 費 394,312 332,606 84.4
土 木 費 519,211 417,609 80.4
消 防 費 479,101 452,785 94.5
教 育 費 953,418 837,811 87.9
公 債 費 3,044,189 2,630,951 86.4
その他（災害復旧費・諸支出金・予備費） 3,178,957 598,151 18.8
一 般 会 計 歳 出 合 計 16,411,130 11,075,531 67.5

会　　計　　名 予算額 収入済額 予算対比 支出済額 予算対比
国 民 健 康 保 険 3,390,435 2,781,727 82.0 3,007,615 88.7
老 人 保 健 5,056,739 4,225,557 83.6 4,445,495 87.9
介 護 保 険 2,781,399 2,194,078 78.9 2,451,085 88.1
簡 易 水 道 1,090,721 343,276 31.5 969,447 88.9
訪 問 看 護 26,539 10,825 40.8 26,306 99.1
下 水 道 542,026 155,665 28.7 369,491 68.2
農 業 集 落 排 水 748,194 348,242 46.5 563,504 75.3
漁 業 集 落 排 水 45,374 3,068 6.8 41,457 91.4
渡 船 84,530 71,339 84.4 76,801 90.9
交 通 災 害 共 済 9,621 8,118 84.4 6,705 69.7

合　　計 13,775,578 10,141,895 73.6 11,957,906 86.8

◆特別会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

◆一般会計歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

平成 18年度下半期

周防大島町の財政状況

平
成
18
年
度
下
半
期
（
10
月
〜
３
月
末
）
の
財
政
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。）
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会　　　計　　　名
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 予算対比 予算額 支出済額 予算対比
収 益 的 収 入 及 び 支 出 4,142,209 4,051,023 97.8 4,140,707 4,075,827 98.4
資 本 的 収 入 及 び 支 出 8,582,700 8,578,400 99.9 10,029,403 10,027,714 100.0

基　
　
　
　

金

財 政 調 整 基 金 1,191,596,208 円
減 債 基 金 242,604,458 円
県 収 入 証 紙 購 入 基 金 3,000,000 円
奨 学 資 金 貸 付 基 金 42,267,497 円
福 祉 振 興 基 金 327,344,006 円
国 民 健 康 保 険 基 金 51,389,870 円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 102,403,322 円
ふ る さ と 創 生 基 金 67,046,507 円
土 地 開 発 基 金（ 現 金 ） 92,805,003 円
土 地 開 発 基 金（ 土 地 ） 7,330,000 円
中 山 間 ふるさと水と土保全基金 31,130,672 円

一 般 会 計 23,340,599 千円
簡 易 水 道 会 計 4,458,380 千円
下 水 道 会 計 1,764,742 千円
農 業 集 落 排 水 会 計 2,010,333 千円
漁 業 集 落 排 水 会 計 136,077 千円
渡 船 会 計 10,836 千円
公営企業局（病院事業） 7,227,053 千円３月末現在高 200,000 千円

土 地 1,530,340.50 ㎡
建 物 201,575.14 ㎡
山 林 68,020,005 ㎡
有価証券・出資
による権利 5,173,779,875 円

◆公営企業局（病院事業）歳入歳出予算及び収入済額・支出済額（３月末）　　（単位：千円、％）

◆町有財産の状況（３月末現在）　

◆町債残高の状況（会計別３月末）　

◆一時借入金の状況　

【
制
度
の
概
要
】

　

こ
の
制
度
は
、
中
山
間
地
域

等
の
農
地
や
営
農
を
守
り
多
面

的
機
能
を
保
全
す
る
た
め
、
集

落
協
定
を
結
ん
だ
集
落
や
個
別

協
定
を
結
ん
だ
認
定
農
業
者
等

に
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

　

集
落
に
お
い
て
本
制
度
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
の
方
策
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

【
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
】

　

集
落
協
定
に
基
づ
い
て
毎
年

集
落
に
交
付
さ
れ
る
直
接
支
払

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

協
定
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
話

し
合
っ
て
決
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
交
付
金
を
活
用
し
て
自
分
達

が
暮
ら
す
地
域
を
い
か
に
よ
り

良
い
も
の
と
で
き
る
か
を
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

【
平
成
18
年
度
実
施
状
況
】

　

平
成
18
年
度
は
、
新
規
取
り

組
み
の
２
集
落
を
加
え
て
、
51

の
集
落
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
区
ご
と
の
集
落
協

定
の
実
施
状
況
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

農
林
課
農
林
振
興
班

☎
７
９
‐
１
０
０
２

地
域
協
定
数

参
加
農
家
数

協定対象農用地面積

交
付
金
（
千
円
）

取り組み内容と活動協定数

農業生産活動
多面的機能増進活動

集
落
マ
ス

タ
ー
プ
ラ

ン 農
用
地
等

保
全
マ
ッ

プ 生
産
性
収

益
向
上

担
い
手

育
成

(a) 農用地 施設

田 畑 計

適
正
な
農
業
生
産
活
動

賃
借
権
設
定
・
農
作
業
の
委
託

既
耕
作
放
棄
地
復
旧
又
は
林
地
化

農
地
法
面
管
理

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

簡
易
な
基
盤
整
備

そ
の
他
（
災
害
復
旧
等
）

水
路
管
理

農
道
管
理

そ
の
他
（
た
め
池
等
）

周
辺
林
地
の
下
草
刈

土
壌
流
亡
配
慮
営
農

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

景
観
作
物
の
作
付
け

魚
類
・
昆
虫
類
保
護

粗
放
的
畜
産

堆
き
ゅ
う
肥
の
施
肥

そ
の
他
（
清
掃
活
動
等
）

集
落
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成

核
と
な
る
集
積
対
象
者
の
育
成

活
力
あ
る
周
辺
集
落
と
の
連
携

農
用
地
等
保
全
マ
ッ
プ
の
作
成

法
面
、
水
路
、
農
道
等
の
補
修
改
良

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

既
耕
作
放
棄
地
復
旧
又
は
林
地
化

農
作
業
共
同
化
又
は
受
委
託
等

機
械
・
農
作
業
の
共
同
化

高
付
加
価
値
型
農
業
の
実
践

新
規
就
農
者
の
確
保

認
定
農
業
者
の
育
成

担
い
手
へ
の
農
作
業
の
委
託

久賀 2 11 22 1,035 1,057 684 2 1 0 0 0 0 1 2 2 0 2 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0

大島 31 381 5,392 6,557 11,949 12,283 31 11 3 21 2 6 10 31 31 2 27 1 1 6 0 0 2 2 31 6 9 11 8 1 3 1 4 4 1 2 1

東和 5 16 0 774 774 824 5 0 0 3 2 2 1 5 5 0 3 0 0 2 0 0 0 0 5 1 2 4 2 3 0 0 0 4 0 1 0

橘 13 146 0 5,305 5,305 4,681 13 6 1 10 7 5 12 13 13 1 10 5 4 3 2 1 1 1 13 5 1 12 6 8 1 0 0 10 0 6 0

合計 51 554 5,414 13,671 19,085 18,472 51 18 4 34 11 13 24 51 51 3 42 6 5 11 2 1 4 3 51 12 12 28 17 12 4 1 4 19 1 9 1

中山間地域等直接支払い制度について

◆平成 18年度集落協定実施状況
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周
防
大
島
町
職
員
の
給
与
等
の
公
表

期末勤勉手当
（支給割合）

職制上の加算措置あり

　　　　　　　期末手当　　勤勉手当　
　　　６月期　1.4 月分　0.725 月分　
         12 月期　1.6 月分　0.725 月分　
　　　　合計　3.0 月分　1.450 月分

扶養手当（月額）
１　配偶者　　13,000 円　
２　扶養親族　  6,000 円　
３　特定扶養親族（16歳から 22歳）　5,000 円加算

住居手当（月額）
支給上限額　27,000 円

１　借家　
　家賃 23,000 円以下　家賃－ 12,000 円　
　家賃 23,000 円以上（家賃－ 23,000 円）／２＋ 11,000 円
２　持ち家　2,500 円（新築・購入５年以内に限り）

通勤手当（月額）

１　交通機関利用　
　１月分定期券購入費相当額（支給上限額 55,000 円）　
２　交通用具利用（県の基準から 20％減額）
　距離制（２ｋｍ～ 42ｋｍ以上　1,600 円～ 27,600 円）

時間外勤務手当

１　平日　１時間当たり単価× 125 ／ 100　
２　休日　１時間当たり単価× 135 ／ 100　
　　深夜勤務（午後 10時～午前５時）の場合は
　　25／ 100 をそれぞれに加算

管理職手当 それぞれの職務に応じて給料月額の５％、６％、７％

特殊勤務手当
１　感染症防疫手当　日　290 円　
２　放射線取扱手当　日　230 円　
３　危険手当　　　　月 5,000 円

退職手当

勤続 20年　30.55 月分　
勤続 25年　41.34 月分　
勤続 35年　59.28 月分　
最高限度 59.28 月分、ただし自己都合退職の場合は減額あり。

職員手当の状況

職員の初任給の状況

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

職員給与費の状況

人件費の状況

人件費には町長等、議会議員、非常勤の特別職に支給される給料・報酬を含む。
歳出額、人件費については当該年度の一般会計当初予算の数値を記載。

区分 一般行政職 技能職 医療職 現業職
高校卒 138,400 円 134,000 円 157,100 円 123,900 円

　大学卒　 159,700 円 153,800 円 185,600 円 140,300 円

平均給料月額 平均年齢
343,684 円 45.2 歳

職員手当には退職手当を含まない。
給与費は当初予算額で、職員数は当初予算に計上
した特別職を除く職員数を記載（現業職を含む）。

住民基本台帳人口 歳出額 人件費

21,205 人 157 億 4100 万円 28億 5308 万 5千円
人件費率 18.1％

給
与
費

給料 14 億 8883 万 9千円

職員手当 2 億 670 万 7千円

期末勤勉手当 ６億 1443 万 4千円

計 23 億 998 万円

職員数３61人
一人当たり給与費
6,399,000 円

周
防
大
島
町
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

（
公
営
企
業
局
を
除
く
。）
給
与
等
の
公
表
は
、
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１

３

２

４

５
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級別職員数の状況

特別職の報酬等の状況

0

50

100

150

200

250

300

350

400 区分 給料・報酬月額 期末手当（支給割合）

町長 782,000 円（19年度
に限り 703,800 円）

　６月期　1.60 月分

  12 月期　1.75 月分

　　合計　3.35 月分

職制上の加算措置あり

副町長 642,000 円（19年度
に限り 609,900 円）

教育長 590,000 円（19年度
に限り 560,500 円）

議長 282,000 円
副議長 226,000 円
議員 206,000 円

数値は一般職のみ

６

７

部門別職員数の状況８

○郵便等による不在者投票のできる選挙人
障害者の区分 障害等の程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、
移動機能

１級または
２級

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸

１級または
３級

免疫 １級から３級

戦傷病者手帳

両下肢、体幹、
移動機能

特別項症から
第２項症

心臓、腎臓、呼吸器、
膀胱、直腸、小腸

特別項症から
第３項症

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護５
※上記の対象者で自ら投票の記載をすることができない
者として次の条件に該当する方は、代理の方に投票の記
載をさせることができます。
障害者の区分 障害等の程度
身体障害者手帳 上肢または視覚 １級または２級
戦傷病者手帳 上肢または視覚 特別項症から第２項症

　

郵
便
等
投
票
制
度
と
は
、
身
体
に
重
い
障
害
が
あ

り
、
投
票
に
行
け
な
い
人
が
郵
送
で
投
票
で
き
る
制

度
で
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
う
ち
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
や
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
要
介
護
５
の
方

は
、
自
宅
な
ど
で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、『
郵
便
等
投
票
証
明
書
』
の
交
付

を
申
請
し
て
、
そ
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
『
郵
便
等
投
票
証
明
書
』
の
申
請
手
続
き
は
、
選
挙
に
関
係

な
く
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

■
申
請
方
法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
内
）

☎
７
４
‐
１
０
０
０

郵便等投票制度
について
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持続可能な行政へ　
待ったなし！行財政改革②

　

町
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
改
善
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

行
政
に
転
換
す
る
た
め
、
５
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
周
防
大
島
町
の
行

財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
職
員
の
定
員
適
正
化
の
推
進
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
改
善
の
た
め
に
は
、
人
件
費
（
平
成
19
年

度
一
般
会
計
予
算
に
お
け
る
人
件
費
比
率
18
・
１
％
）
の
削
減
ま
た
は
抑

制
が
、
行
財
政
改
革
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
、
国
の
指
針
で
あ
る
４
・
６
％
を
大
幅
に
上
回
る
11
％
の

職
員
の
実
質
的
削
減
を
行
う
第
１
次
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
徹
底

し
た
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　合併時（平成 16年 10月１日）の職員数（公営企業局を除く）
は、３８１名でしたが、定員適正化計画に基づく退職不補充の
原則により、平成 18 年度末には、３６１名と 20 名の職員の
減員となっています。

年度 合併時
平成
16年度

平成
17 年度

平成
18 年度

退職者数 　 6名 6名 11名

採用者数 　 0名 3名 0名

職員数 381 名 375 名 372 名 361 名

削減職員数 　 △ 6 名 △ 3 名 △ 11 名

　団塊の世代等の大量退職などにより、平成 19年度から平成 27年度までに約１３０人（現在の職員
全体の３分の１以上に相当する職員）の退職が見込まれることから、この期を抜本的組織改革に向けた
好機と捉え、住民サービスの維持・向上を図りながら、さらなる定員の適正化を図ります。

年度
平成
19年度

平成
20 年度

平成
21 年度

平成
22 年度

平成
23 年度

平成
24 年度

平成
25 年度

平成
26 年度

平成
27 年度

退職者数 19 名 11 名 12名 15名 12名 18名 19名 9名 17名

採用
予定者数

0 名 1名 2名 1名 1名 1名 1名 2名 1名

職員数 342 名 332 名 322 名 308 名 297 名 280 名 262 名 255 名 239 名

削減数 △ 19 名 △ 10 名 △ 10 名 △ 14 名 △ 11 名 △ 17 名 △ 18 名 △ 7 名 △ 16 名

合併後の職員の推移

今後の定員適正化の目標

東
和
庁
舎

移
転
の
お
知
ら
せ

　　

東
和
総
合
支
所
が
移
転
し

ま
す
。

　

昨
年
6
月
、
森
野
公
有
地

に
着
工
し
た
東
和
庁
舎
お
よ

び
星
野
哲
郎
記
念
館
の
建
設

工
事
は
順
調
に
進
捗
し
、
ま

も
な
く
完
成
の
運
び
と
な
り

ま
す
。
完
成
後
は
、
7
月
14

日
か
ら
16
日
ま
で
の
3
日
間

で
移
転
を
行
い
、
7
月
17
日

か
ら
東
和
総
合
支
所
（
窓
口

班
・
地
域
支
援
班
）
と
東
和

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
新
し
い

庁
舎
で
業
務
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

電
話
番
号
は
従
来
ど
お
り

の
７
８
‐
１
１
１
０
で
す
。

移
転
作
業
に
伴
い
住
民
の
み

な
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

定員適正化の推進
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Hokule`a　ハワイの「ホクレア号」が５月 20 日、周
防大島にやってきました。大島商船桟橋では、
商船学生会が中心となってセレモニーが行わ
れ、約５００人の歓迎を受けました。
　また、「周防大島まるかじり」の皆さんの
バザーテントが並ぶ、来島イベント会場の椋
野漁港では、約１０００人がホクレア号を出
迎え。フラダンスや太鼓、乗組員らによるも
ちまきや来島を祝う６００発の花火が打ち上
げられ、ホクレア号歓迎一色となりました。
　５月 23 日多数の町民が見送る中、漁船な
どの伴走を受け、ホクレア号は広島に向けて
出港しました。

大島商船のカッター、ヨットなどに迎えられて入港するホクレア号。

大島商船桟橋での歓迎セレモニー。

▼椋野漁港で約１０００人が出迎え。

約５００人がホクレア号搭乗体験。

▼来島イベント会場で大歓迎を受ける乗組員。

▼
▼

　ハワイで復元された古代カヌー。
海図やコンパスを使わず、星や雲、
太陽を手がかりにする古来の航海術
「スターナビゲーション」を駆使し、
風と潮流をたよりに航海している。
　今年１月にハワイを出航。４月に
沖縄へ到着、周防大島に寄港し横浜
へ向かう。ホクレアとはハワイ語で
「幸せの星」という意味を持つ。
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重
度
心
身
障
害
者
に
は
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
と
は
、
一
定
の
障
害
等
が
あ

る
人
が
医
療
を
受
け
た
際
の
医
療

費
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で

す
。

■
対
象
と
な
る
人
／

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級

を
お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
方

④
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
１
級

程
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

■
有
効
期
間
／

　

平
成
19
年
７
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
６
月
30
日
ま
で

■
助
成
の
条
件
／

　

一
定
の
所
得
基
準
を
超
え
な
い

方
。（
所
得
基
準
に
つ
い
て
は
福
祉

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る

　

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

（
厚
生
年
金
加
入
者
の
場
合
）、
所

得
証
明
（
１
月
２
日
時
点
で
周
防

大
島
町
に
住
民
登
録
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
）、
印
鑑
、
通
帳
等
の

振
込
先
口
座
番
号
が
分
か
る
書
類

（
郵
便
局
は
不
可
）

■
受
給
資
格
／

　

小
学
校
第
６
学
年
修
了
前
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
前
年

の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方
に
、

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
児
童
手
当
の
額
／

　

現
に
養
育
し
て
い
る
児
童
で
、

１
人
目
お
よ
び
２
人
目
の
児
童
は

月
額
５
千
円
（
た
だ
し
、
３
歳
未

満
の
児
童
は
一
律
月
額
１
万
円
）、

３
人
目
以
降
の
児
童
は
月
額
１
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
手
続
き
／

　

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
お

よ
び
各
出
張
所

※
児
童
手
当
の
制
度
が
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
分
よ
り
、
３
歳

未
満
の
児
童
に
対
す
る
児
童
手
当

が
一
律
月
額
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
現
在
受
給
中
の
方
は
、

こ
の
改
正
に
よ
る
手
続
き
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

福
祉
課
☎
７
７
‐
５
５
０
５

　

周
防
大
島
猟
区
設
定
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

　

本
町
の
猟
区
は
、
大
島
猟
区
・
久
賀
猟
区
・
橘
猟
区
・
東
和
猟
区

と
４
つ
の
猟
区
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
10
月
31
日
を
も
っ

て
東
和
猟
区
の
存
続
期
間
（
10
年
間
）
が
満
了
し
ま
す
。
こ
の
度
の

東
和
猟
区
の
存
続
期
間
満
了
に
併
せ
、
４
つ
の
猟
区
を
１
つ
と
し
、

周
防
大
島
猟
区
の
設
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

猟
区
の
役
割
と
し
て
は
、
入
猟
者
を
規
制
・
管
理
し
、
町
民
の
安

全
性
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
や
、
狩
猟
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
の
防
止
、
ま
た
、
こ
れ
ら
鳥
獣
の
繁
殖
調
整
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
猟
区
を
設
定
し
な
い
場
合
、
町
の
入
猟
規
制
は
な
く
な
り
、

毎
年
狩
猟
期
間
の
11
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
15
日
ま
で
の
全
て
の
曜

日
に
随
時
入
猟
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
入
猟
規
制
が
な
く
な
る
と
、

特
に
み
か
ん
農
家
の
多
い
本
町
で
は
狩
猟
時
期
と
農
繁
期
と
が
重
な

る
こ
と
と
な
り
、
町
民
に
と
っ
て
は
不
安
な
状
況
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
猟
区
を
設
定
す
る
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

同
意
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
６
月
15
日
以
降
に
各
行
政
連
絡
員
さ

ん
を
通
じ
て
同
意
書
を
回
覧
し
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
同

意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課
☎
７
９
‐
１
０
０
２

方
に
は
更
新
書
類
を
送
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
お
済
み
で

な
い
方
は
今
月
中
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
老
人
保
健
法
適
用
受

給
者
証
（
65
歳
以
上
の
方
）
を
す

で
に
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

更
新
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

　

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
対
象
に

な
る
要
件
を
証
明
で
き
る
も
の

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障

害
年
金
証
書
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

福
祉
課
☎
７
７
‐
５
５
０
５

６
月
は
児
童
手
当
「
現
況
届
」

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
提
出
期
限
／
６
月
29
日
㈮
ま
で

■
現
況
届
に
必
要
な
も
の
／

福祉課からの
お知らせ

　

５
月
８
日
、
今
年
度
第
１
回
の
町
自
治
会
連
合
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
連
合
会
は
、
各
地
区
代
表
３
名
の
計

12
名
で
構
成
さ
れ
、
町
行
政
と
の
連
携
や
町
づ
く
り
に
対

す
る
提
言
・
要
望
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

・
会
長　
　

行
田
茂
美
（
東
和
地
区
会
長
）

・
副
会
長　

山
崎
紀
幸
（
橘
地
区
会
長
）

・
監
事　
　

岡
村
博
臣
（
久
賀
地
区
会
長
）

・
監
事　
　

青
木
忠
義
（
大
島
地
区
会
長
）

町自治会連合会
役員決まる



9 広報すおう大島 平成 19 年 ( 2007 年 )6 月号

【
相　

談
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
液
晶
テ
レ
ビ
を
購
入
し

た
が
、
地
元
の
家
電
専
門
店
の

方
が
安
価
で
あ
る
こ
と
に
気
が

付
い
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
の
契
約
を

取
消
し
た
い
。
注
文
時
の
説
明

画
面
に
は
、
自
己
都
合
に
よ
る

解
約
は
で
き
な
い
と
あ
っ
た
が
、

本
当
に
解
約
は
で
き
な
い
の
だ

ろ
う
か
。

【
処
理
】

　

購
入
時
に
解
約
不
可
の
表
示

画
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
表
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
説
明
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
に
限
ら
ず
、
通
信
販
売
に

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無

条
件
解
約
）
制
度
が
あ
り
ま
せ

ん
。
通
信
販
売
事
業
者
は
、
特

定
商
取
引
法
に
よ
り
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
な
ど
と
共
に
返

品
の
可
否
、
返
品
を
受
け
な
い

場
合
は
そ
の
旨
な
ど
一
定
事
項

の
広
告
表
示
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
通
信
販
売
を
利
用

す
る
際
は
、
通
信
販
売
事
業
者

の
提
供
す
る
こ
れ
ら
の
情
報
を

よ
く
検
討
し
、
慎
重
に
契
約
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
返
品

の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に

記
載
事
項
を
確
認
し
不
明
な
点

が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
電
話
等

で
直
接
販
売
店
に
確
認
す
る
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
解
約

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

受
章

か
し
こ
い
消
費
者

◆
瑞
宝
双
光
章

　

杉
原
利
定
さ
ん

　
（
小
松
・
元
学
校
歯
科
医
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

西
村
高
明
さ
ん

　
（
西
安
下
庄
・
元
公
立
学
校

　

長
）

　大島郡国際文化協会では、周防大島の姉妹島カウ
アイ島の親善訪問と、カウアイ島日系人の「日本文
化祭」に参加する訪問団員を募集しています。文化
祭には舞踊、フラダンスなどで参加できます。
◆期日／９月 28日㈮～ 10月３日㈬（４泊６日間）
◆費用／１８８，０００円（福岡空港発着）
◆募集人員／ 30 名
◆募集締切り／７月末日
　（定員になり次第締め切ります）
◆概要／
　カウアイ市長表敬訪問、日本文化祭およびパーティ
　参加、カウアイ・ワイキキ観光、親戚訪問等
◆問い合わせ／大島郡国際文化協会
　（政策企画課内☎７４‐１００７）
◆申し込み／
　政策企画課（各総合支所、各出張所にパンフレット・
　申込書を置いてあります。）　

◆
黄
綬
褒
章

　

中
村
登
喜
枝
さ
ん

　
（
久
賀
・
大
島
郵
便
局
郵
便

　

集
配
受
託
者
）

中
国
銅ど
う
り
ょ
う陵
市
か
ら
友
好
訪
問
団
来
町

　平成８年に友好交流意向書を交わしている中
国銅陵市から、沈

ちん

団長以下７名の友好訪問団が
５月 14 日来町されました。銅陵市は人口 74
万人で昨年市制50周年を迎え、「中国の銅の都」
として知られています。
　一行は大島商船や企業などの視察を行い、町
長表敬訪問の席では、お互いの友好交流の促進
と発展を確認しました。

ハワイ・カウアイ島
親善訪問・日本文化祭参加者募集
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バ
イ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
付

　

岩
国
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ
が
５
月
７
日
、

町
に
寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
４
月
に

片
添
ケ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
さ
れ
た
バ

イ
ク
愛
好
家
の
集
ま
り
「
大
島
キ
ャ
ン
プ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
参
加
者
か
ら
集
め
ら

れ
た
も
の
で
、
会
長
の
マ
イ
ク
・
ジ
ン
グ
ル
ス
氏

と
㈱
パ
ワ
ー
ト
イ
ズ
代
表
西
村
久
生
氏
ら
が
大
島

庁
舎
を
訪
れ
、
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
毎
年

全
国
か
ら
大
型
バ
イ
ク
の
愛
好
家
が
大
勢
集
ま
り

ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
寄
付
金
を
町
の
施
設
や
環

境
の
整
備
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

５
月
27
日
、
久
賀
八
幡
生
涯
学
習

の
む
ら
で
周
防
大
島
す
ろ
ー
ふ
ー
ど

ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ

な
ど
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
青

く
大
き
な
実
を
た
く
さ
ん
つ
け
た
梅

林
を
一
周
す
る
と
、
手
に
し
た
袋
は

す
ぐ
に
青
梅
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
つ
け
体
験
の

あ
と
、
茶
が
ゆ
と
ア
ジ
の
塩
焼
き
で

軽
い
昼
食
。収
穫
し
た
梅
は
持
ち
帰
っ

て
梅
酒
や
梅
干
、
梅
シ
ロ
ッ
プ
に
加

工
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
同

士
で
梅
酒
の
漬
け
方
な
ど
の
情
報
交

換
を
し
て
い
ま
し
た
。

町民活動支援センターがオープン
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
町
民
活
動
を
支
援
す

る
「
周
防
大
島
町
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
30
日
、
久
賀
八

幡
生
涯
学
習
の
む
ら
内
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
県
内
８
か
所
目
の
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
民
設
民
営
に
よ
り
周
防
大
島

に
お
け
る
町
民
活
動
推
進
と
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
ま
す
。

　

コ
ピ
ー
機
や
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
利
用
や
、
活
動
用
の
ポ
ス

タ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
が
会
員
価
格
で

利
用
い
た
だ
け
る
と
共
に
、
事
務
的
作

業
支
援
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
等
の
相
談

業
務
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
運
営
団

体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
自
然
体
感

ク
ラ
ブ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
７
２
‐
０
７
９
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

梅とサツマイモでスローフード
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平
成
19
年
度
の
行
政
連
絡
員
集
会
を
４
月
16
日
か
ら
24
日

に
か
け
て
町
内
４
か
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
町

長
か
ら
今
年
度
の
施
政
方
針
の
説
明
、
各
部
長
か
ら
各
部
の

重
点
施
策
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
行
政
連
絡

員
さ
ん
か
ら
町
の
施
策
に
対
す
る
質
疑
や
貴
重
な
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
町
行
政
と
住
民
と
の
連
絡
調
整
や
広
報

な
ど
の
文
書
の
配
布
・
回
覧
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
で
、
町

の
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
と
な
り
ま
す
。
旧
４
町
で
は
そ

の
呼
称
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
に
伴
い
「
周
防
大

島
町
行
政
連
絡
員
」
に
統
一
し
、
各
行
政
区
（
自
治
会
等
）

に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
自
治
会
長
さ
ん
な
ど
２
７
１
名
の
方

に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
小
松
地
区
の
北
一
西
自
治
会
が

２
分
割
さ
れ
、「
北
一
西
自
治
会
」
と
「
北
一
中
自
治
会
」

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度

行
政
連
絡
員
集
会
を
開
催

思い思いに描くホクレア号

竹とんぼでコミュニケーションを

　

ハ
ワ
イ
の
ホ
ク
レ
ア
号

の
来
島
を
記
念
し
て
、
子
ど

も
写
生
大
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
校
４
校
か

ら
約
90
名
と
５
つ
の
保
育

園
の
園
児
約
１
０
０
名
が
、

目
の
前
に
浮
か
ぶ
ホ
ク
レ

ア
号
を
楽
し
み
な
が
ら
写

生
。
実
際
に
船
に
乗
っ
た
り

乗
組
員
と
交
流
を
行
う
な

ど
、
子
ど
も
達
は
貴
重
な
体

験
を
し
ま
し
た
。

東和地区（東和総合センター）

　

５
月
31
日
、
大
島
グ
ラ
ン
ド
で
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗

竹
と
ん
ぼ
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
ん
太
の
会
が
、
竹
と
ん
ぼ
で
み
ん
な
が
集
え

る
場
を
広
め
て
い
き
た
い
と
企
画
し
た
も
の
で
、
大

島
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
32
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

竹
と
ん
ぼ
は
、
周
防
大
島
町
産
の
竹
を
使
っ
た
手

作
り
の
も
の
が
条
件
で
、
形
や
色
も
さ
ま
ざ
ま
。
競

技
は
飛
距
離
や
滞
空
時
間
な
ど
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
国
際
竹
と
ん
ぼ
協
会
山
口
県
本
部

の
技
術
者
に
よ
る
実
演
が
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
の
外
ま

で
飛
ん
で
ゆ
く
竹
と
ん
ぼ
に
参
加
者
は
あ
ら
た
め
て

竹
と
ん
ぼ
の
奥
深
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

よ
く
飛
ぶ
竹
と
ん
ぼ
の
作
り
方
を
熱
心
に
聞
き
、
次

回
の
大
会
へ
の
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。



12広報すおう大島 平成 19 年 ( 2007 年 )6 月号

お知らせ 6月

試
験

国
家
公
務
員
採
用
試
験

○
国
家
公
務
員
Ⅲ
種

■
受
付
期
間
／

　

６
月
26
日
㈫
〜
７
月
３
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
９
日
㈰

○
刑
務
官
（
Ａ
・
Ｂ
）

■
受
付
期
間
／

　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
23
日
㈰

○
入
国
警
備
官

■
受
付
期
間
／

　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
30
日
㈰

○
皇
宮
護
衛
官

■
受
付
期
間
／

　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
30
日
㈰

○
航
空
保
安
大
学
校
学
生

■
受
付
期
間
／

　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
30
日
㈰

○
海
上
保
安
学
校
学
生

■
受
付
期
間
／

　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
30
日
㈰

○
海
上
保
安
大
学
校
学
生

■
受
付
期
間
／

　

８
月
30
日
㈭
〜
９
月
11
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
11
月
３
日
㈯

○
気
象
大
学
校
学
生

■
受
付
期
間
／

　

８
月
30
日
㈬
〜
９
月
11
日
㈫

■
第
一
次
試
験
日
／
11
月
３
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ
／

　

人
事
院
中
国
事
務
局

☎
０
８
２
（
２
２
８
）
１
１
８
３

国
税
庁
税
務
職
員
募
集

（
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
）

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格
／

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜
平
成
2

　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

■
試
験
の
程
度
／
高
校
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
間
／

　

6
月
26
日
㈫
〜
7
月
3
日
㈫

　
（
7
月
3
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

■
第
一
次
試
験
日
／
9
月
9
日
㈰

　

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文

　

試
験

　

別
に
、
10
月
に
日
程
を
指
定
す

　

る
第
二
次
試
験
（
人
物
試
験
、　

　

身
体
検
査
）
有
り

■
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／

　

広
島
国
税
局
総
務
部

　

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

〒
７
３
０
‐
８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
6
‐
30

☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
１
１

　

ま
た
は
柳
井
税
務
署
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
９

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

・
国
税
庁

http://w
w
w
.nta.go.jp/

・
広
島
国
税
局

http://w
w
w
.hiroshim

a.nta.
go.jp/

消
防
設
備
士
試
験

■
受
付
期
間
／

　

７
月
９
日
㈪
〜
20
日
㈮

■
試
験
日
／
９
月
２
日
㈰

■
受
験
地
／

　

下
関
市
・
山
口
市
・
周
南
市

■
試
験
の
種
類
／

・
甲
種

　
（
特
類
、
第
１
類
か
ら
第
５
類
）

・
乙
種
（
第
１
類
か
ら
第
７
類
）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

　

予
防
課

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

火
薬
類
製
造
・
取
扱
保
安
責

任
者
試
験

■
受
付
期
間
／

　

６
月
26
日
㈫
〜
７
月
５
日
㈭

■
試
験
日
／
８
月
26
日
㈰

■
試
験
の
種
類
／

　

甲
種
・
乙
種
火
薬
類
取
扱
責
任

　

者
試
験

　

丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者

　

試
験

■
問
い
合
わ
せ
／

　

㈳
山
口
県
火
薬
保
安
協
会

☎
０
８
３
（
９
２
５
）
２
６
４
９

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

■
受
付
期
間
／

　

７
月
17
日
㈫
〜
８
月
15
日
㈬

■
試
験
日
／
10
月
28
日
㈰

■
試
験
会
場
／

　

山
口
市
（
山
口
大
学
）

■
対
象
者
／

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で

　

合
計
５
年
以
上
（
一
部
10
年
以

　

上
）
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
健
康
福
祉
部

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
班

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
７
４

星野哲郎記念館
開館記念式典を開催！

◆日時／７月 25日㈬
　12：30～ 16：00（予定）
◆場所／星野哲郎記念館屋外　
　星野哲郎さんご本人はもちろ
ん、ゆかりのある歌手の方々、
俳優・女優の方々も来られ、テー
プカット・餅まきが行われます。

※ご注意※
　歌手の方は歌われません。握
手等もご遠慮いただいておりま
すので、あらかじめご了承くだ
さい。また、７月 25 日の式典
は屋外で行うため、式典来賓者
以外は入館できません。
　７月 26 日㈭午前９時から入
館開始です。
◆問い合わせ／商工観光課
☎７９‐１００３
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募
集

お知らせ 6月

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
お
よ
び
町
営
住
宅
の
入

居
者
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
大
島
地
区
広
屋
住
宅
）　

１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
東
和
地
区
沖
家
室
住
宅
）　

１
戸

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）　

２
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
か
月
当
り
20
万
円
以

　

上
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

　

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

※
た
だ
し
、
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、

入
居
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

離
婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
で

き
ま
せ
ん
。

○
町
営
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅　
　

１
戸

久
賀
地
区
向
津
原
下
住
宅　

２
戸

大
島
地
区
第
2
中
塚
住
宅　

１
戸

大
島
地
区
蔵
本
住
宅　
　
　

１
戸

久
賀
地
区
八
幡
住
宅
（
高
齢
者
世

帯
向
け
）　

２
戸

久
賀
地
区
新
開
第
1
住
宅　

１
戸

■
入
居
資
格
／

・
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

　

準
に
該
当
し
て
い
る
方
（
政
令

　

月
収
で
一
般
世
帯
は
20
万
円
以

　

下
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世

　

帯
は
26
万
８
千
円
以
下
）

・
久
賀
地
区
八
幡
住
宅
（
高
齢
者

　

世
帯
向
け
）
は
、
60
歳
以
上
の

　

方
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
み
か

　

ら
な
る
世
帯

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
が
日
常

　

生
活
（
歩
行
、
自
炊
お
よ
び
食

　

事
、
着
脱
衣
、
入
浴
、
排
泄
等
）

　

に
支
障
が
な
い
程
度
に
健
常
で

　

あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
な
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
離

婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間
／

　

６
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮

■
選
考
方
法
／

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

　

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。
な

　

お
、
申
込
締
切
日
に
応
募
の
な

　

い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
４
週
間

　

に
限
り
先
着
順
で
申
込
受
付
を

　

行
い
ま
す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／
７
月
中
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
の
要
項
お
よ
び

申
込
書
は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
活
衛
生
課

☎
７
８
‐
１
１
１
３

放
送
大
学
学
生
募
集

　

学
び
た
い
科
目
を
一
科
目
か

ら
、
自
宅
に
居
な
が
ら
テ
レ
ビ
で

学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。
現

在
、
県
内
で
約
８
０
０
人
の
方
が

学
ん
で
お
り
、
各
種
資
格
取
得
の

た
め
の
科
目
も
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
放
送
大
学
で
は
、
次
の
と
お

り
19
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
内
容
／

・
教
養
学
部

　

全
科
履
修
生
（
学
士
取
得
）　

　

選
科
履
修
生
（
一
年
間
在
学
）　

　

科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
）

・
大
学
院

　

修
士
選
科
生
（
一
年
間
在
学
）　

　

修
士
科
目
生
（
半
年
間
在
学
）

※
修
士
課
程
を
修
了
し
て
、
学
位

「
修
士
（
学
術
）」
の
資
格
を
目
指

す
修
士
全
科
生
（
平
成
20
年
度
）

の
募
集
に
関
し
ま
し
て
は
、
別
途

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
受
付
期
間
／

　

６
月
15
日
㈮
〜
８
月
15
日
㈬

■
共
修
生
の
募
集
／　

　

一
般
の
方
で
学
籍
が
な
く
て
も

　

面
接
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
／

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
７
５
６
‐
０
８
８
４

　

山
陽
小
野
田
市
大
学
通
１
‐
１

　

‐
１
（
山
口
東
京
理
科
大
構
内
）

☎
０
８
３
６
（
８
８
）
３
０
２
０

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
開
催
に
つ
い
て

■
日
時
／

　

８
月
２
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
甲
・
乙
種
共
通
）

　

８
月
３
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
甲
種
の
み
）

※
乙
種
防
火
管
理
講
習
は
１
日
目

の
受
講
、
甲
種
防
火
管
理
講
習
は

２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

■
講
習
区
分
／

・
乙
種
防
火
管
理
講
習

（
乙
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
）

・
甲
種
防
火
管
理
講
習

（
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
）

※
乙
種
防
火
対
象
物
と
は
、
飲
食

店
・
ホ
テ
ル
・
病
院
等
で
３
０
０

㎡
未
満
、
学
校
・
寺
院
・
工
場
等

で
５
０
０
㎡
未
満
の
建
物
で
す
。

■
講
習
場
所
／

　

柳
井
市
尾
の
上　

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

　
（
２
階
大
会
議
室
）

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）
／

　

甲
種
・
乙
種
と
も
３
５
０
０
円

■
受
講
手
続
き
／

　

最
寄
り
の
消
防
本
部
、
消
防
署

　

ま
た
は
出
張
所
で
受
講
申
込
書

　

を
受
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
消
防
本
部
ま
た
は
東
消
防

　

署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
／

　

６
月
18
日
㈪
〜
７
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防

　

本
部　

予
防
課　

指
導
係

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

防災無線戸別受信機
貸与申請書について
　受信機は、町内全
世帯に無料で貸し出
しされます。申請書
を提出していない方
は、お早めに申請を
してください。
◆問い合わせ／
　政策企画課
☎７４‐１００７
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相
談

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
の
ご
紹
介

　

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障

害
者
相
談
員
は
、
身
体
障
害
や
知

的
障
害
が
あ
る
人
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
助
言
や
指
導
な

ど
を
行
う
と
共
に
、
関
係
機
関
に

連
絡
を
取
る
な
ど
の
援
助
を
行
い

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
次
の
相
談
員
が
選

任
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
身
体
障
害
者
相
談
員

氏　
　
　

名 

担
当
地
区

重
冨　

冨
雄 

久
賀
地
区

清
水　

良
助 

〃

小
野　

為
雄 

大
島
地
区

藤
谷　

咲
子 

〃

大
田　

吉
人 

東
和
地
区

栄
本　
　

環 

〃

中
河　

末
光 

橘
地
区

中
尾　

治
明 

〃

藤
山　

芳
雄 

〃

○
知
的
障
害
者
相
談
員

氏　
　
　

名 

担
当
地
区

横
村　

鶴
子 

久
賀
地
区

樹
元　
　

昭 

大
島
地
区

山
本
ミ
ヨ
子 

東
和
地
区

木
村
ト
ミ
子 

橘
地
区

■
問
い
合
わ
せ
／

　

福
祉
課
☎
７
７
‐
５
５
０
５

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
７
月
２
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

ふ
れ
あ
い
テ
レ
フ
ォ
ン
大
島

に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒

の
学
校
に
お
け
る
課
題
（
い
じ
め
、

不
登
校
、
進
路
な
ど
）
に
関
す
る

相
談
窓
口
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
テ

レ
フ
ォ
ン
大
島
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
本
人
や
保
護
者
の
方
、
学

校
の
先
生
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
、
祝
祭
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
と
、
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま

で
で
す
。
相
談
に
関
わ
る
秘
密
は

守
り
ま
す
。

　

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

は
０
１
２
０
‐
２
３
５
５
０
９
、

携
帯
電
話
等
か
ら
は
０
８
２
０

（
７
８
）
１
５
５
９
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
７
８
‐
２
２
０
４

不
妊
専
門
相
談

■
日
時
／
７
月
５
日
㈭

　

午
後
４
時
〜
７
時
（
予
約
制
）

■
場
所
／

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
ク
リ
ニ
ッ
ク
室

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

　

平
成
19
年
５
月
１
日
か
ら
、
久
賀
地
区
お
よ
び
大
島
地
区
の
農
地
の

権
利
（
農
地
法
第
３
条
に
規
定
す
る
所
有
権
や
賃
貸
借
権
な
ど
の
権
利
）

を
取
得
す
る
場
合
の
下
限
面
積
が
40
ア
ー
ル
か
ら
30
ア
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
東
和
地
区
お
よ
び
橘
地
区
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
30

ア
ー
ル
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
考
：
耕
作
目
的
で
農
地
を
売
買
ま
た
は
貸
借
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
県
知
事
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
農
地
法
第
３
条
）。
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取

得
し
よ
う
と
す
る
者
ま
た
は
そ
の
世
帯
員
の
権

利
取
得
後
の
経
営
面
積
の
合
計
が
下
限
面
積
に

達
し
な
い
場
合
は
、
原
則
許
可
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

農
林
課
（
久
賀
庁
舎
）
内

　

農
業
委
員
会
☎
７
９
‐
１
０
０
２

Ｉ
Ｔ
講
習
受
講
者
募
集

     
大
島
商
船
高
専
の
先
生
が
最

新
の
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
使
い
方
を
や
さ

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◎
文
字
入
力
か
ら
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
基
礎

コ
ー
ス
（
講
師
・
大
島
商
船
高
等

専
門
学
校　

比
嘉
教
官
）

■
学
習
内
容
／

①
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
０
７
と
は

②
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
基
本
操
作

③
文
字
の
入
力
と
保
存

④
文
字
の
書
式
設
定

⑤
段
落
の
書
式
設
定

⑥
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
利
用

⑦
表
の
作
成
と
編
集

⑧
文
書
と
は
が
き
の
印
刷

■
日
程
／

　

8
月
17
日
㈮
・
19
日
㈰

　

21
日
㈫
・
25
日
㈯

　

26
日
㈰
・
29
日
㈬

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
対
象
者
／

　

パ
ソ
コ
ン
使
用
経
験
の
あ
る
小

　

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一

　

般
の
方

 

※
小
学
生
低
学
年
の
児
童
は
保
護

者
同
伴
（
講
習
代
は
１
人
分
）
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
習
代
／
３
５
０
０
円

■
テ
キ
ス
ト
代
／
１
７
８
５
円

■
会
場
／

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

■
定
員
／
20
名

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

　

７
月
31
日
㈫

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

　

６
月
27
日
㈬

■
専
門
相
談
医
師
／

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

　

岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー

　

産
婦
人
科
医　

新
谷
恵
司
先
生

■
相
談
内
容
／

　

不
妊
に
関
す
る
相
談

　

不
妊
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供

■
費
用
／
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

地
域
保
健
班

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

農
地
を
取
得
す
る
場
合
の
下
限
面
積
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ

レ
ッ
ジ
学
校
見
学
会　

○
学
校
見
学
会

■
対
象
／

　

入
学
希
望
者
お
よ
び
保
護
者
な

　

ど
■
日
時
／
７
月
７
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
内
容
／

　

学
校
紹
介
、
校
内
見
学
、
コ
ン

　

ピ
ュ
ー
タ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
進

　

学
説
明
会

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■
対
象
／

　

高
校
生
お
よ
び
一
般
社
会
人
の

　

方
■
日
時
・
内
容
／

　

６
月
23
日
㈯
３
次
元
Ｃ
Ｇ

　

７
月
21
日
㈯
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ニ
メ

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ

　

ジ
事
務
局

☎
０
８
３
３
（
７
２
）
８
０
０
０

木
造
住
宅
耐
震
診
断
（
無
料
）

　

町
で
は
、
地
震
災
害
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
、
平
成
17
年
度
か

ら
町
内
全
域
を
対
象
に
「
木
造
住

宅
耐
震
診
断
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
耐
震
性
が
不
十
分
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
建
築
基
準
法

改
正
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
員
が

目
視
に
よ
り
屋
根
裏
や
床
下
等
を

調
査
し
、
耐
震
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
も
の
で
、
診
断
料
は
町
が
全
額

負
担
し
ま
す
。
診
断
結
果
は
所
有

者
に
お
知
ら
せ
し
、
改
修
案
を
リ

フ
ォ
ー
ム
の
際
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
町
内
の
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
55
戸
の
診
断
住
宅
を

募
集
し
ま
す
が
、
申
し
込
み
数
が

予
定
数
を
超
え
た
場
合
は
、
住
宅

の
立
地
場
所
等
に
よ
り
緊
急
性
を

考
慮
し
、
選
考
の
う
え
来
年
度
の

調
査
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
せ
ば

耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
木
造
住
宅
で
、
在
来
軸
組
構
法
、

　

伝
統
的
構
法
、
枠
組
壁
工
法
で

　

建
築
さ
れ
た
も
の

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

　

築
に
着
手
し
た
も
の

○
専
用
住
宅
（
住
宅
部
分
が
50
％

　

以
上
の
併
用
住
宅
も
含
む
）

○
戸
建
て
、
長
屋
建
て
ま
た
は
共

　

同
建
て
住
宅
で
現
に
居
住
し
て

　

い
る
も
の

○
３
階
建
て
以
下
の
も
の

■
募
集
期
間
／

　

６
月
15
日
㈮
〜
７
月
31
日
㈫

■
調
査
期
間
／

　

平
成
19
年
９
月
〜
12
月

■
調
査
内
容
／

　

屋
根
裏
、
床
下
等
住
宅
内
外
部

　

の
損
傷
調
査
、
耐
力
壁
内
に
あ

　

る
筋
交
い
の
調
査
等

※
住
宅
内
部
、
外
部
の
写
真
撮
影

周防大島町立大島病院　
皮膚科　出口　弘隆
　4月より常勤の皮膚科医として
大島病院に赴任しました。月曜日
午前中は橘病院、火・水・木曜日
は大島病院、金曜日午前中は東和
病院で外来診察を行っています。
皮膚に関することでしたら何でもお尋ねください。
ホクロ・水虫・瘢痕・熱傷・腫瘍など各種疾患に対
応いたします。手術治療も手がけます。また爪の変
形や髪の悩みもご相談ください。
　通院が困難な方は往診もありますので大島病院
（☎ 74-2580）までご相談ください。

も
行
い
ま
す
。

■
申
込
方
法
／

　

今
月
全
戸
配
布
し
た
申
込
書
に

　

必
要
書
類
を
添
え
て
総
務
課
消

　

防
防
災
班
（
大
島
庁
舎
）
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
班
、

　

各
出
張
所
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ
／

　

総
務
課
消
防
防
災
班

☎
７
４
‐
１
０
０
０

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら
「
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
島
の
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
」
交
流
会

■
内
容
／

①
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
日
時　

６
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
喫
茶
・
産
直
市
も
あ
り
ま
す
。

②
島
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

　
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

・
日
時　

６
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
３
時

・
講
師　

東
谷
望
史
氏
（
高
知
県

　

馬
路
村
・
観
光
カ
リ
ス
マ
）

・
参
加
費　

５
０
０
円

・
定
員　

50
人
（
事
前
に
ご
連
絡

　

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

■
場
所
／
八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

■
主
催
者
お
よ
び
連
絡
先
／

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
自
然
体

　

感
ク
ラ
ブ
☎
７
２
‐
０
７
９
７

　

ま
た
は
八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

　

☎
７
２
‐
２
６
０
１

周防大島町立東和病院　
内科　宮野　馨
　初めまして。この 5月からお世
話になっています宮野です。
　自治医科大学を卒業後、県立総
合医療センター（県立中央病院）
での 2年間の研修を経て、このた
び町立東和病院の内科医師として赴任いたしました。
まだまだ経験の浅い若輩者ですが、大島の方々の健康
に少しでも貢献できたらと思っています。よろしくお
願いします。
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お知らせ 6月

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

みんなで　つくろう　安心大島

　雨の日は視界や道路状態が悪くなり、交通事故の危険性が
高くなります。速度を控え、前をよく見て運転し、交通事故
を起こさないように、また遭わないようにしましょう。

１　雨の日は視界の確保を欠かさずに！
　○フロントガラス油膜の除去
　○ワイパーゴムの点検
　○ドアミラー・ルームミラーの手入れ
　○エアコンやリアウインドウ熱線などの点検
２　道路状況に応じた安全運転を！
　雨の日は制動距離が伸び、スリップ事故などを
誘発します。急ブレーキなどは大変危険ですので、
速度を控え慎重な運転をしましょう。また、歩行者
や自転車などの動きにも注意しましょう。

○自転車の傘さし運転はとても危
険です。絶対にやめましょう。
○雨の日は、視界が悪く、また音
も聞こえにくくなります。まわり
の状況に気を付けて、安全な通行
に心がけましょう。

梅雨時期の交通事故防止

ドライバーのみなさんへ

自転車・歩行者のみなさんへ

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定
の
更
新

　

介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
居
住
費
と
食
費

の
全
額
を
本
人
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
や
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
負
担
額
の
上
限
を

定
め
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
か
ら
、
こ
の
制
度
の
更
新
時
期
と
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
を
済
ま

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
の

　

更
新

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
運
営
す
る
施
設
等
で
提
供
す
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
、
利
用
者
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

１
．
対
象
者

　

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
る
世
帯
に
属
す
る
方

で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

①
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で
、
１
５
０
万
円
以
下
、

世
帯
員
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下
で
あ
る
こ
と
。

②
預
貯
金
等
の
額
が
、
単
身
世
帯
で
３
５
０
万
円
以
下
、

世
帯
員
１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た

額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
日
常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得

る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

２
．
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護
、
通
所
介
護
、
訪
問
介
護
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

３
．
負
担
軽
減
の
割
合

・
利
用
者
負
担
額
（
１
割
自
己
負
担
、
食
費
、
居
住
費

ま
た
は
滞
在
費
）
の
４
分
の
１

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、
利
用
者
負
担
額
の
２
分

の
１

４
．
手
続
き

　

こ
の
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。

■
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
／

　

介
護
保
険
課
☎
７
７
‐
５
５
０
３

　

ま
た
は
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

　大雨や長雨などによる自然
災害が発生しやすい時期とな
りました。日ごろから気象情
報や防災対策に関心を持ち、
いざというときにあわてず対
応できるよう準備しておきま
しょう。

●ラジオやテレビ等の気象情
報にはくれぐれも注意する。
●がけ崩れなどの前兆に注意
する。
●屋根や雨どい、側溝の早め
の点検。
●停電に備えて懐中電灯や携
帯ラジオの用意を。
●非常持出品を準備する。
●浸水に備えて家財道具は安
全なところへ。
●飲料水や食料を数日分確保
しておく。
●危険な土地ではいつでも避
難できる準備体制を。

梅雨時期の準備は
大丈夫ですか？
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周
防
大
島
町
栄
養
士

　
　
　
　

平　

田　

は
る
み

　
　
　
　
　
　
　

 （
健
康
増
進
課
）

　

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

　

梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て
食
中
毒
が
多
く
な

り
ま
す
。
変
な
匂
い
が
し
な
れ
ば
大
丈
夫
。
食
べ
る

前
に
熱
を
加
え
れ
ば
大
丈
夫
。
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お

け
ば
大
丈
夫
。
こ
の
よ
う
な
間
違
っ
た
認
識
が
家
庭

で
の
食
中
毒
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
食
中
毒
予
防
の

３
原
則
は
、食
中
毒
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
「
つ
け
な
い
」

「
増
や
さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」
の
３
つ
で
す
。

【
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
の
３
原
則
】

★
食
中
毒
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
な
い 

・
調
理
の
前
後
、
ト
イ
レ
の
後
は
必
ず
石
け
ん
で
手

を
洗
う

　

見
た
目
は
き
れ
い
で
も
、
手
に
は
多
く
の
細
菌
が

つ
い
て
い
ま
す
。
て
い
ね
い
に
手
を
洗
う
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

・
肉
や
魚
を
切
っ
た
包
丁
、
ま
な
板
を
そ
の
ま
ま
使

わ
な
い
よ
う
に

　

ま
な
板
は
、
下
ご
し
ら
え
用
と
、
そ
の
ま
ま
食
べ

る
も
の
用
、
肉
魚
用
、
野
菜
用
に
分
け
る
の
が
ベ
ス

ト
で
す
。

・
傷
の
あ
る
手
で
調
理
す
る
と
き
に
は
、
ゴ
ム
手
袋

を
　

傷
に
繁
殖
し
た
ぶ
ど
う
球
菌
は
傷
口
か
ら
食
品
に

入
り
、
食
品
中
で
つ
く
る
毒
素
は
熱
に
強
く
、
煮
て

も
焼
い
て
も
死
滅
し
に
く
い
で
す
。

★
食
中
毒
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
増
や
さ
な
い

・
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い

　

早
め
に
食
べ
き
る
よ
う
に
し
、
食
品
の
長
期
保
存

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
自
然
解
凍
は
避
け
る

　

室
内
に
長
時
間
放
置
す
る
自
然
解
凍
は
菌
や
ウ
イ

ル
ス
の
増
殖
を
助
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
冷

蔵
庫
や
電
子
レ
ン
ジ
で
解
凍
し
、調
理
し
ま
し
ょ
う
。

・
料
理
中
の
物
や
残
り
物
は
放
置
し
な
い

　

Ｏ
１
５
７
な
ど
は
、
室
内
に
15
分
か
ら
20
分
間
放

置
す
る
だ
け
で
、
２
倍
に
増
殖
し
ま
す
。
料
理
し
た

食
品
が
、
室
内
に
２
時
間
以
上
放
置
さ
れ
た
ら
捨
て

ま
し
ょ
う
。

★
食
中
毒
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け
る

・
食
品
は
し
っ
か
り
加
熱

　

表
面
は
加
熱
さ
れ
て
い
て
も
、
食
品
の
中
心
部
に

火
が
通
っ
て
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
要
注
意
で
す
。

・
調
理
済
み
の
食
品
や
冷
凍
食
品
も
よ
く
加
熱

　

お
弁
当
や
お
惣
菜
な
ど
は
、
買
っ
た
後
の
放
置
が

食
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
残
り
物
を
温
め
る
と
き
も
十
分
に
加
熱

　

カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
、
煮
物
な
ど
よ
く
火
が
通
っ

て
る
と
思
っ
て
も
時
間
が
た
て
ば
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス

が
増
殖
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
温
め
直
し
の

際
に
も
、
必
ず
全
体
が
沸
騰
す
る
ま
で
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。

　

食
中
毒
が
疑
わ
れ
た
と
き
に
素
人
判
断
で
下
痢
止

め
を
飲
ん
だ
り
す
る
と
、
か
え
っ
て
菌
を
腸
内
に
と

ど
ま
ら
せ
て
、
増
殖
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
分
を

補
給
し
何
も
食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
、
速
や
か
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

お知らせ 6月

Ｑ　裁判員制度と
はどのような制度
ですか？

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
薬
物
乱
用
」
県
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
乱
用
を
撲
滅
し
よ
う
〜

　

山
口
県
で
は
、
平
成
18
年
に
１
３
５
人
が
覚
せ
い
剤
で
検
挙
さ
れ
、
49

人
が
シ
ン
ナ
ー
で
検
挙
補
導
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
に
比
べ
て
減
少
し
て
い

る
も
の
の
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
大
麻
や
合
成
麻
薬
で
あ
る
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
の
乱
用
は
若
者
を
中
心
に

急
増
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
薬
物
取
引
に
よ
り
地
域

を
問
わ
ず
、
乱
用
の
拡
大
が
ま
す
ま
す
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
口
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
お
よ
び
地
域

薬
物
乱
用
対
策
協
議
会
で
は
、
6
月
20
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
間
、
薬

物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
啓
発
し
、
薬
物
乱
用
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
、県
内
各
地
に
お
い
て「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。薬
物
乱
用
」県
民
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
中
に
は
、
高
校
生
等
に
よ
る
「
６
・
26
ヤ
ン

グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
薬
物
乱
用
の
な
い
21
世
紀
の
地
球
環
境
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
国
連
支
援
募
金
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
山
口
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
３
６
３
１

裁判員制度Ｑ＆Ａ

Ａ　裁判員制度は国民の皆さんに裁判に参
加していただく制度です。
　裁判員制度は、個別の事件について、国
民の皆さんから選ばれた６人の裁判員の方
に、刑事手続きのうち地方裁判所で行われ
る刑事裁判に参加してもらい、３人の裁判
官と一緒に被告人が有罪か無罪か、有罪の
場合どのような刑にするのかを決めてもら
う制度です。
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◆日時／７月 27日㈮　13：00～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 16年５月 26日～平成 16年７月 27日生まれの者
・平成 19年７月 27日現在、３歳～４歳未満で未受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

３歳児健康診査の
お知らせ

６月 ５日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

21日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 ６日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

22日㈮ ７日㈯

23日㈯ ８日㈰ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

24日㈰ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉 ９日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

25日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

10日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

26日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉 11日㈬

27 日㈬ 12 日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

28日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 13日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 

健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉

29日㈮ 1歳 6か月児健康診査
〈受付 13:30 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉 14日㈯

30 日㈯ 15 日㈰ 休日当番医〈久賀病院☎７２－００７４〉

７月 16日㈪ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

１日㈰ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

17日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 ２日㈪

３日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉

18日㈬ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

19日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

４日㈬ 20日㈮
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 19 年５月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

人身交通事故

件数 死者 傷者

３０ １ ３３

前年比

＋８ ±０ ＋９

物損事故件数

１１４ 前年比 ＋１１

今月の納税
　　町県民税　第１期分
　　納期限　７月２日㈪
　　詳細は税務課へ
　　☎７４ー１００８

相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 10日㈫ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 10日㈫   9：00 ～ 10：00

不妊専門相談 ５日㈭ 16：00～ 19：00

エイズ抗体検査 10日㈫   9：00 ～ 10：00

思春期・ストレス相談 13日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 17日㈫ 13：00～ 14：00

７月の柳井健康福祉センター定例保健事業

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
■問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりませんのでご了承ください。
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このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。
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人の動き（６月１日現在）
人　口 ２１，１９７人 （10人減）

男 ９，５６５人

女 １１，６３２人

世帯数 １０，８１３戸 （７戸増）

砂
すな

田
だ

竜
りゅうのすけ

之介くん
平成 18年６月 18 日生まれ

（橘・江ノ浦東）

西
にし

村
むら

芽
めぶ

樹
き

ちゃん
平成 18年６月 25 日生まれ
（東和・沖家室峠）

田
た

村
むら

和
わ

華
か

帆
ほ

ちゃん
平成 18年６月 16 日生まれ
（東和・平野防河内）

ホクレア号来島にかかるお礼

　ハワイから約１万キロの航海を経て、古
代カヌー「ホクレア号」が周防大島に到着
しました。町では民間団体も含めた「ウェ
ルカムプロジェクト」を立ち上げ、受け入
れと歓迎行事を行いました。ご支援ご協力
をいただいた各団体・関係機関、並びに町
民の皆様に厚くお礼申し上げます。

周防大島町

中
なか

元
もと

奏
かな

太
た

くん
平成 18年６月 29 日生まれ

（久賀・宗光西）

中
なか

川
がわ

千
ち

夏
なつ

ちゃん
平成 18年６月 27 日生まれ

（東和・長崎西）

久
く

保
ぼ

田
た

翔
しょう

伍
ご

くん
平成 18年６月 28 日生まれ

（久賀・中瀬田）


